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１．お知らせ

○ウルサミック錠１００（ニプロファーマ）の【効能・効果】、【用法・用量】、効能又は効果に関連
する使用上の注意が追記されました。（下線部 追記箇所）
【効能・効果】【用法・用量】
1. ・下記疾患における利胆

胆道（胆管・胆のう）系疾患及び胆汁うっ滞を伴う肝疾患
・慢性肝疾患における肝機能の改善
・下記疾患における消化不良
小腸切除後遺症、炎症性小腸疾患
ウルソデオキシコール酸として、通常、成人1回50mgを1日3回経口投与する。なお、年齢、
症状により適宜増減する。

2. 外殻石灰化を認めないコレステロール系胆石の溶解
外殻石灰化を認めないコレステロール系胆石の溶解には、ウルソデオキシコール酸として、
通常、成人1日600mgを3回に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。

3. 原発性胆汁性肝硬変における肝機能の改善
原発性胆汁性肝硬変における肝機能の改善には、ウルソデオキシコール酸として、通常、成
人1日600mgを3回に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。増量する場
合の1日最大投与量は900mgとする。

4. C型慢性肝疾患における肝機能の改善
C型慢性肝疾患における肝機能の改善には、ウルソデオキシコール酸として、通常、成人1日
600mgを3回に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。増量する場合の1
日最大投与量は900mgとする。

～効能又は効果に関連する使用上の注意～
1. 原発性胆汁性肝硬変における肝機能の改善

硬変期で高度の黄疸のある患者に投与する場合は、症状が悪化するおそれがあるので慎重に
投与すること。血清ビリルビン値の上昇等がみられた場合には、投与を中止するなど適切な
処置を行うこと。

2. C型慢性肝疾患における肝機能の改善
(1) C型慢性肝疾患においては、まずウイルス排除療法を考慮することが望ましい。本薬には

ウイルス排除作用はなく、現時点ではC型慢性肝疾患の長期予後に対する肝機能改善の影
響は明らかではないため、ウイルス排除のためのインターフェロン治療無効例若しくはイ
ンターフェロン治療が適用できない患者に対して本薬の投与を考慮すること。

(2) 非代償性肝硬変患者に対する有効性及び安全性は確立していない。高度の黄疸のある患者
に投与する場合は、症状が悪化するおそれがあるので慎重に投与すること。血清ビリルビ
ン値の上昇等がみられた場合には、投与を中止するなど適切な処置を行うこと。

○バップフォー錠１０・２０（大鵬）の【効能・効果】、【用法・用量】が追記、一部変更され、効能
又は効果に関連する使用上の注意、用法及び用量に関連する使用上の注意が新設されました。

（下線部 追記箇所）
【効能・効果】・下記疾患又は状態における頻尿、尿失禁

神経因性膀胱、神経性頻尿、不安定膀胱、膀胱刺激状態（慢性膀胱炎、慢性前立
腺炎）

・過活動膀胱における尿意切迫感、頻尿及び切迫性尿失禁
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【用法・用量】通常、成人にはプロピベリン塩酸塩として20mgを1日1回食後経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日最高投与量は40mgまでとする。

通常、成人にはプロピベリン塩酸塩として20mgを1日1回食後経口投与する。
年齢、症状により適宜増減するが、効果不十分の場合は、20mgを1日2回まで増量でき
る。

～効能又は効果に関連する使用上の注意～
1. 本剤を適用する際、十分な問診により臨床症状を確認するとともに、類似の症状を呈する疾患
（尿路感染症、尿路結石、膀胱癌や前立腺癌等の下部尿路における新生物等）があることに留意
し、尿検査等により除外診断を実施すること。なお、必要に応じて専門的な検査も考慮するこ
と。

2. 下部尿路閉塞疾患（前立腺肥大症等）を合併している患者では、それに対する治療を優先させ
ること。

～用法及び用量に関連する使用上の注意～
20mgを1日1回投与で効果不十分であり、かつ安全性に問題がない場合に増量を検討すること。

○ステーブラ錠０．１ｍｇ（小野）の【用法・用量】が一部追記され、用法及び用量に関連する使用上
の注意が新設されました。（下線部 追記箇所）
【用法・用量】通常、成人にはイミダフェナシンとして1回0.1mgを1日2回、朝食後及び夕食後に経口

投与する。効果不十分な場合は、イミダフェナシンとして1回0.2mg、1日0.4mgまで増
量できる。

～用法及び用量に関連する使用上の注意～
1. イミダフェナシンとして1回0.1mgを1日2回投与し、効果不十分かつ安全性に問題がない場合に
増量を検討すること。〔本剤を1回0.2mg1日2回で投与開始した場合の有効性及び安全性は確立
していない。〕

2. 中等度以上の肝障害のある患者については、1回0.1mgを1日2回投与とする。
3. 重度の腎障害のある患者については、1回0.1mgを1日2回投与とする。

○タミフルカプセル７５（中外）の予防に用いる場合の【用法・用量】が一部変更されました。
【用法・用量】 予防に用いる場合

通常、成人及び13歳以上の小児にはオセルタミビルとして1回75mgを1日1回、7～
10日間経口投与する。

(1) 成人
通常、オセルタミビルとして1回75mgを1日1回、7～10日間経口投与する。

(2) 体重37.5kg以上の小児
通常、オセルタミビルとして1回75mgを1日1回、10日間経口投与する。

＜参考＞
予防

対象 成人及び13歳以上の小児
投与法 1回75mg1日1回
投与期間 7～10日間経口投与

予防
対象 成人 体重37.5kg以上の小児
投与法 1回75mg1日1回 1回75mg1日1回
投与期間 7～10日間経口投与 10日間経口投与



３０１－ 3

２．医薬品･医療用具等安全性情報
(No.263)2009年12月 厚生労働省医薬食品局 【概要】

1．注射用抗生物質製剤等によるショック等に対する安全対策について
１．はじめに
注射用抗生物質製剤及び合成抗菌剤（以下，「注射用抗生物質製剤等」）については，副作用として

ショック，アナフィラキシー様症状（以下，「ショック等」）を起こすことが知られている。従前は，
ショック等の発生の予知を目的として，添付文書の「重要な基本的注意」の項に，「事前に皮膚反応を
実施することが望ましい」旨が記載され，注射用抗生物質製剤等の使用に際しては，事前に皮膚反応の
一種である皮内反応が実施されてきた。
しかし，平成16年９月に薬事・食品衛生審議会の専門委員による検討が行われ，（社）日本化学療法

学会の提言及び（財）日本抗生物質学術協議会からの要望に加え，国内及び海外の添付文書の記載状況，
ショック等の副作用発生報告状況などについて検討を行った。その結果，皮内反応ではショック等を十
分には予知することができないこと，皮膚反応では真にアレルギーを有する者より偽陽性を生ずる者が
圧倒的に多く，適切な治療を受ける機会を失っていることから一般的に実施されている皮内反応につい
て実施する意義が乏しいこと，及び，ショック等に対する安全対策としては，一律に皮膚反応に頼るこ
とよりも，既往歴等について十分に問診を行うとともに，ショック等を早期に発見し適切な対応をとる
ことがより重要であること等の結論に至った。
これらの検討を踏まえ，平成16年９月29日に，添付文書の重要な基本的注意の項に記載のあった皮膚

反応の推奨に関する記載を削除し，十分な問診の実施，ショック等の早期発見及び早期治療に関する注
意喚起を追記するとともに，当面３年間は，ショック等の副作用報告件数等について調査し，厚生労働
省医薬食品局安全対策課（以下，「安全対策課」）あてに報告するよう，製造販売業者に指示がなされ
た。
今般，医薬品医療機器総合機構（以下，「機構」）は，皮膚反応の推奨を中止した平成16年以降，製

造販売業者から安全対策課あてに報告されたショック等の副作用報告状況等について調査を行い，平成
16年に実施した皮膚反応の推奨中止の妥当性，及びショック等に対する更なる安全対策の要否について，
専門家を含めて検討を行ったので，その内容等について紹介する。

２．ショック等の副作用報告状況と安全対策の要否に関する検討結果について
機構は，平成11年10月１日から平成20年９月30日までに報告された注射用抗生物質製剤等によるショ

ック等の副作用報告状況について，皮膚反応の推奨中止前後での変化に関する調査を行った。
なお，本調査においては，10月１日から翌年９月30日の１年間を各年の期間と定義し，各年の推移を

検討した。また，検討に当たっては，副作用報告件数の推移に加え，各期間の出荷数量，平均投与期間
及び平均１日投与量より算出した各期間の推定使用患者数，及び発生割合（副作用報告件数を分子とし
て，推定使用患者数を分母として算出）の推移についても確認したが，出荷数量から算出した推定使用
患者数を用いた検討には限界があることから，本調査では参考値として扱った。
副作用報告の推移について調査したところ，スルバクタムナトリウム・セフォペラゾンナトリウム，

セファゾリンナトリウム，セフメタゾールナトリウムについては，皮膚反応の推奨中止直前の１年間と
比較して，推奨中止以降のいずれの期間においても，副作用報告件数，発生割合の増加が見られたが，
それ以外の成分については，副作用報告の推移に変化が認められなかった。
上述のように，出荷数量から算出した推定使用患者数に基づく発生割合は，発生動向を検討するには

限界がある。一方で，本調査の全期間にわたって，学会の指針の変更に伴い経年的に投与期間が短縮さ
れる等，抗生物質製剤の使用状況が変化している可能性が示唆されており，特に皮膚反応の推奨中止後
の最近の推定使用患者数は，本調査で参考とした推定値よりも実際には多くなる可能性がある。よって，
機構は，本調査結果における皮膚反応の推奨中止前後での発生割合の比較のみをもって，ショック
等の発生動向の変化を検討することは困難なものの，皮膚反応の推奨中止以降，必ずしもショック等の
発生割合が明らかに増加したとはいえないと判断した。
注射用抗生物質製剤等によるショック等の副作用報告について，アレルギー歴の有無，皮膚反応実施

状況，皮膚反応結果を調査したところ，皮膚反応陰性例でのショック等の発生が報告され，皮内反応に
よる予知が十分でないことを示す例も見られた。また，皮膚反応の推奨中止以降においても，皮内反応
用製剤によるショック等の副作用も報告されていた。更に，症例経過を精査したところ，十分な問診が
行われないまま投与が開始されショックに至った症例や，ショック等の早期発見及び早期治療への準備
が不十分な状況で投与が開始され，ショック等の発生から重篤な転帰に至った報告も見られた。
これらのことから，機構及び安全対策課は，皮膚反応陰性例でもショック等の発生が報告されている

こと，皮膚反応の推奨中止以降，ショック等の発生状況が明らかに増加したとはいえないこと等から，
注射用抗生物質製剤等の投与前の一律な皮膚反応の推奨を中止した対応について，現時点で見直す必要
はないと判断した。
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一方，皮膚反応の推奨中止と同時に注意喚起がなされた「十分な問診の実施，ショック等の早期発見
及び早期治療」が適切に実施されなかった結果，ショック等が発生したり，ショック等への対処が遅れ
た報告があったこと，注射用抗生物質製剤等によるショック等は一定の割合で起こりうる副作用であり，
不断の注意が必要であること等から，再度「十分な問診の実施，ショック等の早期発見及び早期治療」
に対する注意喚起を徹底する必要があると判断した。また，スルバクタムナトリウム・セフォペラゾン
ナトリウム，セファゾリンナトリウム，セフメタゾールナトリウム等について，今後も引き続き，ショ
ック等の副作用報告状況を注視していくこととした。

３．今後の安全対策について
医療関係者におかれては，注射用抗生物質製剤等の使用に際して，添付文書及び（社）日本化学療法

学会が作成した「抗菌薬投与に関連するアナフィラキシー対策のガイドライン（2004年版）」に従い，
以下のとおり，十分な問診や，早期発見及び早期治療への準備を徹底されたい。
添付文書におけるショック等に対する注意事項
本剤によるショック，アナフィラキシー様症状の発生を確実に予知できる方法がないので，次の措

置をとること。
・事前に既往歴について十分な問診を行うこと。なお，抗生物質等によるアレルギー歴は必ず確認す
ること。

・投与に際しては，必ずショック等に対する救急処置のとれる準備をしておくこと。
・投与開始から投与終了後まで，患者を安静の状態に保たせ，十分な観察を行うこと。特に，投与開
始直後は注意深く観察すること。

2．重要な副作用等に関する情報
【１】サラゾスルファピリジン
当院臨時採用品：アザルフィジンEN錠500mg

《使用上の注意（下線部追加改訂部分）》
［副作用（重大な副作用）］
劇症肝炎，肝炎，肝機能障害，黄疸：AST（GOT），ALT（GPT）の著しい上昇等を伴う肝炎，肝機能障害，
黄疸があらわれることがある。また，肝不全，劇症肝炎に至るおそれがあるので，定期的に肝機能検査
を行うなど観察を十分に行い，異常が認められた場合には投与を中止し，適切な処置を行うこと。

【２】ペチジン塩酸塩，ペチジン塩酸塩・レバロルファン酒石酸塩
ペチジン塩酸塩
当院採用品：ペチジン塩酸塩注射液35mg「タケダ」
販売名：オピスタン原末，同注射液35mg，同注射液50mg
ペチジン塩酸塩・レバロルファン酒石酸塩
当院採用品：なし
販売名：ペチロルファン注射液，弱ペチロルファン注射液

《使用上の注意（下線部追加改訂部分）》
［副作用（重大な副作用）］
ショック，アナフィラキシー様症状があらわれることがあるので，観察を十分に行い，血圧低下，呼吸
困難，意識低下等があらわれた場合には，直ちに投与を中止し，適切な処置を行うこと。

３．医薬品安全対策情報
Drug Safety Update No.185(2009.12) 添付文書の改訂
最重要と 重要のみ当院採用薬を記載★ ☆

タンドスピロンクエン酸塩（セディール錠／大日本住友製薬）☆

［副作用］の「重大な副作用」 「悪性症候群：

追記 抗精神病薬、抗うつ薬等との併用、あるいは本剤の急激な減量・

中止により、悪性症候群があらわれることがある。発熱、意識障

害、強度の筋強剛、不随意運動、発汗、頻脈等があらわれた場合

には、体冷却、水分補給等の適切な処置を行うこと。本症発症時

次項へ
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には、白血球の増加や血清CK(CPK)の上昇がみられることが多

く、また、ミオグロビン尿を伴う腎機能の低下がみられることが

ある。」

スルピリド（ドグマチール錠50mg・ドグマチール細粒／アステラス製薬）☆

［副作用］の「重大な副作用」 「無顆粒球症、白血球減少：

追記 無顆粒球症、白血球減少があらわれることがあるので、観察を十

分に行い、異常が認められた場合には投与を中止するなど適切な

処置を行うこと。」

リスペリドン＜経口剤＞（リスパダールOD錠・リスパダール内用液／ヤンセンファーマ）☆

［重要な基本的注意］ 追記 「低血糖があらわれることがあるので、本剤投与中は、脱力感、

倦怠感、冷汗、振戦、傾眠、意識障害等の低血糖症状に注意する

とともに、血糖値の測定等の観察を十分に行うこと。」

一部改訂 「本剤の投与に際し、あらかじめ上記の副作用が発現する場合が

あることを、患者及びその家族に十分に説明し、高血糖症状（口

渇、多飲、多尿、頻尿等）、低血糖症状（脱力感、倦怠感、冷

汗、振戦、傾眠、意識障害等）に注意し、このような症状があら

われた場合には、直ちに投与を中断し、医師の診察を受けるよ

う、指導すること。」

［副作用］の「重大な副作用」 「無顆粒球症、白血球減少：

追記 無顆粒球症、白血球減少があらわれることがあるので、観察を十

分に行い、異常が認められた場合には投与を中止するなど適切な

処置を行うこと。」

「低血糖：

低血糖があらわれることがあるので、脱力感、倦怠感、冷汗、振

戦、傾眠、意識障害等の低血糖症状が認められた場合には、投与

を中止し適切な処置を行うこと。」

クエチアピンフマル酸塩（セロクエル錠／アステラス製薬）☆

［重要な基本的注意］ 追記 「低血糖があらわれることがあるので、本剤投与中は、脱力感、

倦怠感、冷汗、振戦、傾眠、意識障害等の低血糖症状に注意する

とともに、血糖値の測定等の観察を十分に行うこと。」

一部改訂 「本剤の投与に際し、あらかじめ上記の副作用が発現する場合が

あることを、患者及びその家族に十分に説明し、高血糖症状（口

渇、多飲、多尿、頻尿等）、低血糖症状（脱力感、倦怠感、冷

汗、振戦、傾眠、意識障害等）に注意し、このような症状があら

われた場合には、直ちに投与を中断し、医師の診察を受けるよ

う、指導すること。」

［副作用］の「重大な副作用」 「低血糖：

追記 低血糖があらわれることがあるので、脱力感、倦怠感、冷汗、振

戦、傾眠、意識障害等の低血糖症状が認められた場合には、投与

を中止し適切な処置を行うこと。」

４．Ｑ＆Ａコーナー

★ヘキザック水と洗剤又はイソジン液が混じると混濁が生じるか？
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－電価の界面活性剤とは混濁を生じる可能性がある。（イソジン液は界面活性剤を含有している）

★イソジン液が眼に入ったらどうなるか？
上皮細胞が障害される可能性がある。

★パルクス注の点滴で静脈炎が起こることがあるか？
ある。起こった時は点滴速度を速めてみると良い場合もある。

★ジュータミンとは？
メイロン注と同じ。

★グリセオール注は腎機能の悪い患者にどのように施行すればよいか？
塩化ナトリウムも入っているので慎重投与ではあるが、減量等はしなくてもよい。

★ドパストンの内服から注射に切りかえて、肝機能低下が起こることがあるか？
１例だがそのような報告はある。

５．メインテーマ索引

ＤＩニュースはNo.1（昭和５９年５月）を発行し、先月で３００号をむかえました。この度、メイン
テーマ索引を作成したので、ご利用下さい。

DIニュース メインテーマ索引 （No.1～300）
【ア】 Ｎｏ．
新しい経管投薬法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５２
アスピリン喘息について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７１
アスベスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４８
アニキサス症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５
アトピー性皮膚炎とハウスダスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２７
アミノ配当体系抗生剤の点滴静注について・・・・・・・・・・・・・・・・ ７
アルコールと人体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５２
アルミニウムとアルツハイマー病・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２０
アンチ・ドーピング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２９

【イ】
一次・二次医療機関のためのＯ１５７感染症治療のマニュアル・・・・・・１４５
いびきといびきの薬について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９４
胃潰瘍治療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２２
医薬品添付文書用語解説 No.１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９
医薬品添付文書用語解説 No.２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０
医薬品添付文書用語解説 No.３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１
医薬品添付文書用語解説 No.４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２
医薬品ネオシーダーについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１１
医薬品の適応外使用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３７
医薬品の包装にある○ 年月とは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７記

インスリンの局所療法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８
インスリン注射の手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
インスリン製剤の混合注射について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８３
インスリンの保存方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８８
インスリン製剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７３
インスリン製剤一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０８
インターフェロン一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９８
インフルエンザ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６１
インフルエンザ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４１
インフルエンザ脳症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６５
インフルエンザ予防接種について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１５
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【ウ】
運転等の機械操作の注意・禁止医薬品について・・・・・・・・・・・・・・４６

【エ】
エイズってなあに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５
エキナセア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００
嚥下障害がある患者の薬の服用方法について・・・・・・・・・・・・・・２１０
塩酸ドパミン（カダボン・イノバン）の投与量による薬剤効果・・・・・・・７１
塩素ガス中毒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７
ＡＥＤとニトロダームＴＴＳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４４
Ｈ2ブロッカー含有一般医薬品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５９
ＨＢワクチン接種時の抗体獲得確認時期について・・・・・・・・・・・・１３５
ＨＢワクチンを妊婦へ接種する際の安全性について・・・・・・・・・・・・６２
ＭＤＭＡ/覚せい剤・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・２９７
ＭＤＩとは？ＭＤＩ用インスパイアイースとは何か？・・・・・・・・・・・８７
ＭＲＳＡ感染症の治療薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００
ＭＲＳＡについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０
ＭＲＳＡ特集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９０

【オ】
おくすり手帳の利用促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８１
オルセノン軟膏を炎症期など滲出液が多い褥瘡に使うときの注意点・・・・１０７
ＯＡＢ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６０

【カ】
海外渡航時の携行医薬品の扱い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７８
疥癬とその治療について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７
花粉によるアレルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３
花粉症シーズン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４３
花粉症の薬物療法について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０６
花粉症薬物治療について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１９
肝炎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２
漢方薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３８
緩和医療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８６
環境ホルモンについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６８
感染症新法施行に伴う医師の届出事項について・・・・・・・・・・・・・１７５
漢方薬の服用時間について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２５
がん性疼痛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７４
カピステンの光に対する安定性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０５
カリウム値異常について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４４
カルシウムと骨粗鬆症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５６
カルシウム剤のＱ＆Ａ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２２
カルシウム拮抗薬の種類と特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１９

【キ】
気管支喘息の吸入薬について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１３
急性アルコール中毒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２８
禁煙外来・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６４
偽膜性大腸炎への塩酸バンコマイシン散選択理由・・・・・・・・・・・・・８１
吸入療法について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０
吸入液の使用期限について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２

【ク】
薬と食べ物の相互作用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５４
薬の飲み方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１４
グラニュー糖を用いた褥瘡治療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９

【ケ】
経口補液・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９６
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経管栄養による下痢について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８
経口リン酸製剤について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９５
経口避妊薬－低用量ピルを中心として・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３
経鼻挿管の患者の口臭に対する治療薬について・・・・・・・・・・・・・・６１
結核・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６９
結核の治療について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５
血小板輸血について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８８
血小板輸血とその特殊使用例について・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８
血糖降下剤の服用時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５
献血された血液はどうような検査をされているか・・・・・・・・・・・・・６８
解熱消炎鎮痛剤について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９７
下痢について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４２
下痢について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６２

【コ】
口腔内崩壊錠について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１２
抗インフルエンザ薬の比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０４
抗インフルエザウイルス薬について・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９４
抗うつ薬について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０７
高カロリー輸液とアシドーシス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３３
抗菌薬のPK/PD ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８４
向精神薬の取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８３
抗生剤皮内反応試験・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３９
抗生物質の胆汁内移行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３
抗生物質による食道潰瘍・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２
抗生物質の適正使用法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３９
抗生物質の母乳中への移行について・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８２
抗生物質の溶解後の安定性について・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７６
抗真菌剤の吸入及び含嗽剤の調製法と用法用量について・・・・・・・・・１０１
高脂血症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６６
高血圧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９２
高単位含有水痘・帯状疱疹グロブリン製剤 （ＺＩＧ）・・・・・・・・・・・１５
高マグネシウム血症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８９
高山病とその治療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３１
個人情報保護法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４５
根拠の薄い「漢方は食前投与」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３７
コスモシン静注投与と重篤皮膚障害・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００
コンタクトレンズ装用による角膜感染症・・・・・・・・・・・・・・・・・６６
ゴム栓表面の無菌性について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４

【サ】
殺菌消毒剤の選択と使用方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１
酸性水について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８７

【シ】
シアン化合物による中毒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６７
シソの効能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５３
しもやけにつける外用薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８
シロアリ駆除剤の特性と処置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１
人口肛門周囲のびらんに塗布する薬剤について・・・・・・・・・・・・・・８５
深在性真菌症に対するアムホテリシンＢの大量経口投与・・・・・・・・・・４９
人体とアルコール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９
歯周病と全身のかかわり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５０
シップ剤について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７３
社会不安障害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５７
しゃっくりの原因と治療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
食中毒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３
小柴胡湯と間質性肺炎について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７２
食塩水電気分解装置のより作成した殺菌剤・・・・・・・・・・・・・・・１２３
新鮮凍結血漿（ＦＦＰ）の融解方法について・・・・・・・・・・・・・・１１６
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Ｃ型肝炎ウイルスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３８
紫外線について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２４
次亜塩素酸ナトリウムの衣類に及ぼす影響について・・・・・・・・・・・１０４
自律神経失調症について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４８
蛇咬傷とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７７
重症急性呼吸器症候群(ＳＡＲＳ)について・・・・・・・・・・・・・・・２２１
授乳と薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９８
授乳婦と薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６３
循環不全改善剤 （カテコラミンを中心として）・・・・・・・・・・・・・・４７
錠剤粉砕について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２
静注時の血管外漏出について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０
静注用人免疫グロブリンについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６
静注用抗生物質の筋注使用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７４
褥瘡と薬剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０
褥瘡治療薬の使い分け・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４０
褥瘡と亜鉛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９４
褥瘡の治療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２
褥瘡の消毒剤の選択を使用上の注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２
女性化乳房をきたす薬剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
人獣共通感染症・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３２

【ス】
睡眠剤の比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９１
酢ダイズの効用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４
ステロイドパルス治療法とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３

【セ】
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